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1. はじめに 

歌声そのものから受ける印象と歌を含めた楽

曲全体から受ける印象は必ずしも一致しない．

同じ伴奏を使用しても，歌手が違うと楽曲の印

象も変わってくる． 

現在の音楽情報科学分野では，歌声や楽曲か

ら受ける印象についての研究が数多く行われて

いる．しかしその多くは歌声のみまたは楽曲の

みに関して行われており，これらの関連性に着

目した研究は少ない．本報告では，人が伴奏な

しの歌声（以降歌声と称する）を聞いた際に受

ける印象と伴奏だけを聞いて受ける印象，およ

び歌声と伴奏をミキシングしたもの（以降楽曲

と称する）を聞いて受ける印象の関連性の調査

とその手法を提案する． 

 

2. 関連研究 

関連研究として, 歌声について人間が印象評

価語を用いて行った評価結果の類似性と, 歌声

から抽出された音響特徴量の類似性との相関を

調べたもの[1]や, ユーザが楽曲の印象に基づい

て検索できる楽曲検索システムを実装したもの

[2]が存在する. ただし, これらはそれぞれ歌声の

みまたは楽曲のみを対象にしており, 歌声の声

質, 伴奏, 楽曲を網羅した関連性には着目してい

ない.  

 

3. 提案内容 

本研究では, 人間によって歌唱された歌声, コ

ンピュータ上で作成した伴奏, およびこれらを

ミキシングした楽曲を印象評価の素材とする．

図 1 に本研究における調査の工程を示す．以下，

(1)印象評価，(2)印象評価結果の比較，(3)音響

特徴量の算出，(4)印象評価結果と音響特徴量の

関係導出，について論じる． 

 
図 1. 本研究における調査の工程 

  

3.1 聴取による印象評価 

歌声，伴奏，楽曲の各素材に対して，本研究

では SD法による印象評価を実施する. 評価に用

いる感性語対は, 主に文献[3]を参考に選出する. 

その際, 評価対象となる録音物のメロディが全

て同一であることを考慮し, メロディと関係が

深いと思われる語対は省くものとする. また歌

声を評価する際の感性語対は, 前述のものに文

献[4]の中から我々の主観で歌声に適用できると

判断したものを加える. 文献[3]から選出した感

性語対だけでは歌声の声質を評価する単語が不

足していると判断したためである. さらに楽曲

を評価する際の感性語対には, 文献[3]から選出

したものに加えて「伴奏と歌声が合っている-合

っていない」という語対を加える. これにより, 

どのような印象の伴奏と歌声の組み合わせが好

まれるのかを調査できる.  

 

表 1. 使用する感性語対 

伴奏の印象評価に使われる感性語対 

重厚な-軽快な   静かな-にぎやかな 

落ち着いた-勢いのある 素朴な-飾り気のある 

歌声の印象評価で追加される感性語対 

掠れた-澄んだ 迫力のある-弱弱しい 

張りのある-張りのない 

楽曲の印象評価で追加される感性語対 

伴奏と歌声が 合っている-合っていない 

 

3.2 印象評価結果の比較 

 3.1 節で論じた印象評価結果から平均値を算

出し，重回帰分析を適用する．各素材の印象評
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価結果を説明変数とし，別の素材の印象評価結

果を目的関数とすることで，どの素材のどの感

性語対との間に関連性があるかを分析する.  

3.3 音響特徴量の算出 

 印象評価とは別に, 音源からの音響特徴量を

抽出する．現状では音響特徴量として，声質の

個人性に大きくかかわるとされるメルケプスト

ラムを算出する予定である． 

3.4 印象評価結果と音響特徴量の関係導出 

印象評価結果と音響特徴量を多次元ベクタと

して表現し，自己組織化マップ (SOM: Self-

Organizing Map)に学習させる．この学習結果か

ら，音響特徴量を入力するとその印象評価結果

を推定できるようになる． 

 

4. 実験 

 本研究では以下の方法によって素材を用意し，

現在実験を進めている． 

素材の選曲基準として，歌唱者の歌唱能力の

差や, 歌声の声質以外の印象が聴取評価に影響

を与えることを防ぐことを主たる理由として， 

･ 使われている音程が狭く, 激しい音程の上下

がないこと． 

･ 特定の歌手を連想させないこと． 

･ 一般にある程度知られていること． 

を条件とした結果, 唱歌や音楽の教科書に掲載

されている楽曲から選択することにした. この

結果, ベートーベン作曲の交響曲第九番第四楽

章『歓喜の歌』の一節を素材とした. また歌詞

の印象による影響を考慮し, 歌唱はすべてスキ

ャットで行った.  

歌声の録音は, 防音スタジオにて WaveClipper

というソフトを用い , ビット数 16bit, 周波数

44.1kHzで行った. また歌唱者には 20代の女性 9

名を依頼した． 

伴奏には，使用楽曲の楽譜をもとに異なる印

象を与えるアレンジを加えた 5 パターンを，シ

ーケンサーソフトを用いて電子的に制作した． 

 以上の歌声と伴奏を総当たりでミキシングし

た結果として， 計 45 パターンの楽曲を生成し，

印象評価に用いる． 

 

5. おわりに 

 本報告では, 伴奏, 歌声, 楽曲を人間が聴い

た時に受ける印象の関連性についての分析手法

について議論した. 今後の課題として, 印象評

価調査にもとづき，感性語対を精査したい. 同

様に音響特徴量についても精査したい． 

なお本研究による調査を進めることで，印象

のよい伴奏と歌声の関係が導かれることが期待

される．ひいては，音響特徴量だけが既に計算

されている伴奏と歌声の組み合わせから生成さ

れる楽曲の印象を推定し，その結果にもとづい

て楽曲を自動推薦するシステムの構築を検討し

たい． 
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